
 

 

2022年１月 17日 

昭和鉄工株式会社 

九州電力株式会社 

 

ボイラー燃料を削減する「自然冷媒ヒートポンプ給水予熱機」を共同開発しました 

― 製品販売に向けて2022年４月から受注開始 ― 

  

  昭和鉄工株式会社（所在：福岡県糟屋郡、代表取締役社長：日野宏昭）と九州電力株式

会社（所在：福岡県福岡市、代表取締役社長執行役員：池辺和弘）は、食品工場などで使

用されている蒸気ボイラーの燃料を削減する「自然冷媒ヒートポンプ給水予熱機」（商品

名：プレキュート™）を共同開発しました。「プレキュート™」は、昭和鉄工株式会社が

2022年４月から受注を開始します。 

今回開発した機器システムは、「蒸気ボイラーの給水を効率よく予熱（給水温度を予め

上げておくこと）する」ことをコンセプトとしており、蒸気ボイラーの燃料を削減すると

ともに、CO2排出量の削減を図ることができます。給水を予熱することに機能を絞り、ヒー

トポンプ構成部品を極力削減することで価格を抑え、簡単な工事のみで設置できるコンパ

クトなシステムとなっています。また、ヒートポンプの冷媒は、高温出湯ができるエコキ

ュートと同じ自然冷媒（CO2）を使用しており、環境にやさしい製品です。 

  本製品は、蒸気ボイラーを多く利用している食品工場などに導入しやすく、広く普及す

ることでCO2排出量削減への大きな効果が期待できます。 

両社は、今後も、産業部門を始めとした電化の推進に取り組み、低・脱炭素社会の実現

に貢献してまいります。 
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●製品に関するお問い合わせ先 

 昭和鉄工株式会社  

新規事業・新商品開発本部 平田・今林 

  TEL：092-933-6564  FAX：092-933-6268 
  E-mail：r_imab@showa.co.jp 
  ホームページ：https://www.showa.co.jp/ 


